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６ 社会参加

（１）高齢者だと思う年齢

○“ 歳以上”（「 歳以上」と「 歳以上」の合計）は、高齢者一般で５割半ば、要支援認定者

で６割超、要介護認定者で５割半ば、これから高齢期で４割超となっている。

○これから高齢期では、「 歳以上」が ％となっている。

■高齢者だと思う年齢

60歳以上 65歳以上 70歳以上 75歳以上 80歳以上 その他 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

【経年比較】

○平成 年度、平成 年度の調査結果と比較すると、令和元年度の調査結果は「 歳以上」が高齢

者一般では５割半ばで、ポイントが高くなっている。

■高齢者だと思う年齢

＜高齢者一般：経年比較＞

歳

以

上

歳

以

上

歳

以

上

歳

以

上

そ

の

他

無

回

答

令和元年度

平成28年度

平成25年度

※ 平成 年度の調査は「 歳以上」を聞いていないため、「 歳以上」として再集計を行った
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６ 社会参加

（１）高齢者だと思う年齢

○“ 歳以上”（「 歳以上」と「 歳以上」の合計）は、高齢者一般で５割半ば、要支援認定者

で６割超、要介護認定者で５割半ば、これから高齢期で４割超となっている。

○これから高齢期では、「 歳以上」が ％となっている。

■高齢者だと思う年齢

60歳以上 65歳以上 70歳以上 75歳以上 80歳以上 その他 無回答

（ n ）

こ れ か ら 高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

【経年比較】

○平成 年度、平成 年度の調査結果と比較すると、令和元年度の調査結果は「 歳以上」が高齢

者一般では５割半ばで、ポイントが高くなっている。

■高齢者だと思う年齢

＜高齢者一般：経年比較＞

歳

以

上

歳

以

上

歳

以

上

歳

以

上

そ

の

他

無

回

答

令和元年度

平成28年度

平成25年度

※ 平成 年度の調査は「 歳以上」を聞いていないため、「 歳以上」として再集計を行った

（２）就労状況

① 就労状況

○“仕事をしている”（「仕事はしていない」を除く）人は、高齢者一般で ％、これから高齢期

で ％となっている。

■就労状況

週

５

日

以

上

、

仕

事

を

し

て

い

る

週

３
～

４

日

、

仕

事

を

し

て

い

る

週

１
～

２

日

、

仕

事

を

し

て

い
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１

か

月

に

１

日

程

度

、
仕

事
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不

定

期

に

仕

事

を

し

て

い

る

仕

事

は

し

て

い

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

【高齢者一般】

○年代別にみると、『前期高齢者』は“仕事をしている”人は約５割で、『後期高齢者』と比べて高

い。「週５日以上、仕事をしている」人は、『前期高齢者』では約２割となっている。

■就労状況＜高齢者一般：年代別＞
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事
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仕
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に
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事
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い
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い

無

回

答

高齢者一般

前期高齢者(65-74歳)

後期高齢者(75歳以上)
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② 働き続けたい年齢

○“仕事をしている”人の働き続けたい年齢は、高齢者一般では「ずっと働きたい」が ％、「

～ 歳まで」が ％、「 ～ 歳まで」が ％となっている。

○これから高齢期では、「 ～ 歳まで」が ％、「 歳まで」が ％となっている。

■働き続けたい年齢

65歳まで 66～70歳
まで

71～75歳
まで

76～80歳
まで

ずっと働き
たい

これ以上
働きたくな
い

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

これか ら高 齢期

％

③ 働く理由

○“仕事をしている”人の働く理由は、高齢者一般では「健康のため」（ ％）、「生活費を得る

ため」 ％ 、「生きがいを得るため」 ％ が上位に挙がっている。

○これから高齢期では、「生活費を得るため」（ ％）、「健康のため」 ％ 、「生きがいを

得るため」 ％ が上位に挙がっている。

■働く理由（複数回答）

生活費を得るため

小遣いを得るため

将来への蓄え（預貯金）のため

生きがいを得るため

持っている技術や資格を活かすため

健康のため

何もしないでいると退屈なため

その他

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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② 働き続けたい年齢

○“仕事をしている”人の働き続けたい年齢は、高齢者一般では「ずっと働きたい」が ％、「

～ 歳まで」が ％、「 ～ 歳まで」が ％となっている。

○これから高齢期では、「 ～ 歳まで」が ％、「 歳まで」が ％となっている。

■働き続けたい年齢

65歳まで 66～70歳
まで

71～75歳
まで

76～80歳
まで

ずっと働き
たい

これ以上
働きたくな
い

無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

これか ら高 齢期

％

③ 働く理由

○“仕事をしている”人の働く理由は、高齢者一般では「健康のため」（ ％）、「生活費を得る

ため」 ％ 、「生きがいを得るため」 ％ が上位に挙がっている。

○これから高齢期では、「生活費を得るため」（ ％）、「健康のため」 ％ 、「生きがいを

得るため」 ％ が上位に挙がっている。

■働く理由（複数回答）

生活費を得るため

小遣いを得るため

将来への蓄え（預貯金）のため

生きがいを得るため

持っている技術や資格を活かすため

健康のため

何もしないでいると退屈なため

その他

無回答

高齢者一般

これから高齢期

【経年比較】

○平成 年度、平成 年度の調査結果と比較すると、令和元年度の調査結果は平成 年度に引き

続き「健康のため」が５割超と最も高くなっている。また、調査を重ねる度に「小遣いを得るため」

が高くなっている。

■働く理由（複数回答）＜高齢者一般：経年比較＞
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の
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預
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の

た

め

そ

の

他

無
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答

令和元年度

平成28年度

平成25年度

④ 希望する就労の頻度

○仕事はしていないと回答した人の働きたい頻度は、高齢者一般では、「週１～２日」が ％、「週

３～４日」が ％となっている。また、「働きたくない」が ％となっている。

○これから高齢期では、「週１～２日」が ％、「週３～４日」が ％となっている。また、

「働きたくない」が ％となっている。

■希望する就労の頻度

週

５

日

以

上

週

３
～

４

日

週

１
～

２

日

１

か

月

に

１

日
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度

不

定

期
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き

た

く

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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⑤ 希望する就労時間

○仕事は現在していないが就労意向はあると回答した人の希望する就労時間は、高齢者一般では「３

～５時間未満」が ％で最も高く、次いで「１～３時間程度」が ％となっている。

■希望する就労時間

８

時

間

以

上

５
～

８

時

間

未

満

３
～

５

時

間

未

満

１
～

３

時

間

程

度

１

時

間

以

内

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

（３）運動やスポーツの取組状況

① 運動やスポーツの取組状況

○「運動・スポーツはしていない」は高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となっている。

○何らかの運動・スポーツをしていると回答した人の取り組んでいる運動やスポーツは、いずれの調

査でも「ウォーキングまたはジョギング」（高齢者一般で ％、これから高齢期で ％）が

最も高く、次いで「体操（太極拳・ヨガなど含む）」 それぞれ ％、 ％ となっている。

■運動やスポーツの取組状況（複数回答）

体操（太極拳・ヨガなど含む）

ウォーキングまたはジョギング

ダンス

水泳（水中ウォーキング・水中エアロビクス含む）

球技（ゴルフ・テニス・卓球・ゲートボール等）

機械や器具を使用した運動（トレーニング機器・ダンベル等）

その他

運動・スポーツはしていない

無回答

高齢者一般

これから高齢期
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⑤ 希望する就労時間

○仕事は現在していないが就労意向はあると回答した人の希望する就労時間は、高齢者一般では「３

～５時間未満」が ％で最も高く、次いで「１～３時間程度」が ％となっている。

■希望する就労時間

８

時

間

以

上

５
～

８

時

間

未

満

３
～

５

時

間

未

満

１
～

３

時

間

程

度

１

時

間

以

内

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

（３）運動やスポーツの取組状況

① 運動やスポーツの取組状況

○「運動・スポーツはしていない」は高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となっている。

○何らかの運動・スポーツをしていると回答した人の取り組んでいる運動やスポーツは、いずれの調

査でも「ウォーキングまたはジョギング」（高齢者一般で ％、これから高齢期で ％）が

最も高く、次いで「体操（太極拳・ヨガなど含む）」 それぞれ ％、 ％ となっている。

■運動やスポーツの取組状況（複数回答）

体操（太極拳・ヨガなど含む）

ウォーキングまたはジョギング

ダンス

水泳（水中ウォーキング・水中エアロビクス含む）

球技（ゴルフ・テニス・卓球・ゲートボール等）

機械や器具を使用した運動（トレーニング機器・ダンベル等）

その他

運動・スポーツはしていない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

② 運動やスポーツの取組頻度

○何らかの運動・スポーツをしていると回答した人の取組頻度は、高齢者一般では、「週２～３日」

が最も高く ％、「ほぼ毎日」が ％、「週４～５日」が ％と続いている。

○これから高齢期では、「週２～３日」が最も高く ％、「週１日」が ％、「ほぼ毎日」が

％と続いている。

■運動やスポーツの取組頻度

ほぼ毎日 週４～５日 週２～３日 週１日 週１日未満 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

これ か ら高 齢 期

％

（４）外出状況

① 外出に対する積極性

○いずれの調査でも「積極的に外出している」が最も高く、高齢者一般で ％、これから高齢期で

％となっている。

○“閉じこもりがち”（「あまり外出しようとしていない」と「自宅に閉じこもりがちである」の合

計）は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となっている。

■外出に対する積極性

積

極

的

に

外

出
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て

い

る

な

る

べ

く

外

出

す

る

よ

う

に
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る
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ち
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と
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え

な

い

あ

ま

り

外

出

し

よ

う

と

し

て

い

な

い

自

宅

に

閉

じ

こ

も

り

が

ち

で

あ

る

無

回

答

（ n ） （ 計 ）

外

出

し

て

い

る

閉

じ

こ

も

り

が

ち

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

※ “外出している”は、「積極的に外出している」と「なるべく外出するようにしている」の合計

※ “閉じこもりがち”は、「あまり外出しようとしない」と「自宅に閉じこもりがちである」の合計
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【高齢者一般】

○情報機器の利用別にみると、各情報機器を利用している人の方が“外出している”割合が高い（た

だし、タブレット型端末はサンプル数が少ないため参考値）。

■外出に対する積極性＜高齢者一般：パソコン利用別＞

(計)
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と
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に
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る

閉

じ

こ

も

り

が

ち

高齢者一般

パソコンを使う

パソコンを使わない

■外出に対する積極性＜高齢者一般：スマートフォン利用別＞

(計)

積

極

的

に

外

出

し

て

い

る

な

る

べ

く

外

出

す

る

よ

う

に

し

て

い

る

ど
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に
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ち

高齢者一般

スマートフォンを使う

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝを使わない

■外出に対する積極性＜高齢者一般：携帯電話利用別＞

(計)
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ど
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に
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高齢者一般

携帯電話を使う

携帯電話を使わない

■外出に対する積極性＜高齢者一般：タブレット型端末利用別＞

(計)
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ど
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に
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高齢者一般

タブレット型端末を使う

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末を使わない
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【高齢者一般】

○情報機器の利用別にみると、各情報機器を利用している人の方が“外出している”割合が高い（た

だし、タブレット型端末はサンプル数が少ないため参考値）。

■外出に対する積極性＜高齢者一般：パソコン利用別＞

(計)
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に
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ち

高齢者一般

パソコンを使う

パソコンを使わない

■外出に対する積極性＜高齢者一般：スマートフォン利用別＞

(計)
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べ
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出

し

よ

う

と

し

て

い

な

い

自

宅

に

閉

じ

こ

も

り

が

ち

で

あ

る

無

回

答

外

出

し

て

い

る

閉

じ

こ

も

り

が

ち

高齢者一般

スマートフォンを使う

ｽﾏｰﾄﾌｫﾝを使わない

■外出に対する積極性＜高齢者一般：携帯電話利用別＞

(計)

積

極

的

に

外

出

し

て

い

る

な

る

べ

く

外

出

す

る

よ

う

に

し

て

い

る

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い あ

ま

り

外

出

し

よ

う

と

し

て

い

な

い

自

宅

に

閉

じ

こ

も

り

が

ち

で

あ

る

無

回

答

外

出

し

て

い

る

閉

じ

こ

も

り

が

ち

高齢者一般

携帯電話を使う

携帯電話を使わない

■外出に対する積極性＜高齢者一般：タブレット型端末利用別＞

(計)

積

極

的

に

外

出

し

て

い

る

な

る

べ

く

外

出

す

る

よ

う

に

し

て

い

る

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い あ

ま

り

外

出

し

よ

う

と

し

て

い

な

い

自

宅

に

閉

じ

こ

も

り

が

ち

で

あ

る

無

回

答

外

出

し

て

い

る

閉

じ

こ

も

り

が

ち

高齢者一般

タブレット型端末を使う

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ型端末を使わない

② 買物で外出する頻度

○“週１日以上外出している”人は、高齢者一般で ％、要支援認定者で ％、要介護認定者

で ％、これから高齢期で ％となっている。

○要介護認定者では「週１日未満」が４割超で、他の調査と比べて高い（高齢者一般は ％、要支

援認定者は ％、これから高齢期は ％）。

■買物で外出する頻度

ほぼ毎日 週４～５日 週２～３日 週１日 週１日未満 無回答

（ n ）

これ か ら高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％

③ 散歩で外出する頻度

○“週１日以上外出している”人は、高齢者一般で ％、要支援認定者で ％、要介護認定者

で ％、これから高齢期で ％となっている。

○「週１日未満」は、高齢者一般で ％、要支援認定者で ％、要介護認定者で ％、これ

から高齢期で ％となっている。

■散歩で外出する頻度

ほぼ毎日 週４～５日 週２～３日 週１日 週１日未満 無回答

（ n ）

これ か ら高 齢 期

高 齢 者 一 般

要 支 援 認 定 者

要 介 護 認 定 者

％
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④ 家族・親せきや友人・知人の家を訪れる頻度

○“週１日以上訪れている”人は、高齢者一般で約２割、これから高齢期で２割弱となっている。

○“週１日未満”は、高齢者一般で６割半ば、これから高齢期で８割弱となっている。

■家族・親せきや友人・知人の家を訪れる頻度

週３日以上 週１～２日 月１～２日 年数日 外出しない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

⑤ 図書館、体育館、プールなどの区立施設を訪れる頻度

○“週１日以上訪れている”人は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となっている。

■図書館、体育館、プールなどの区立施設を訪れる頻度

週３日以上 週１～２日 月１～２日 年数日 外出しない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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④ 家族・親せきや友人・知人の家を訪れる頻度

○“週１日以上訪れている”人は、高齢者一般で約２割、これから高齢期で２割弱となっている。

○“週１日未満”は、高齢者一般で６割半ば、これから高齢期で８割弱となっている。

■家族・親せきや友人・知人の家を訪れる頻度

週３日以上 週１～２日 月１～２日 年数日 外出しない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

⑤ 図書館、体育館、プールなどの区立施設を訪れる頻度

○“週１日以上訪れている”人は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となっている。

■図書館、体育館、プールなどの区立施設を訪れる頻度

週３日以上 週１～２日 月１～２日 年数日 外出しない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

⑥ 一週間に１回以上外出する場所

○高齢者一般では、「銀行、郵便局などの金融機関」（ ％）、「公園、遊歩道等」 ％ 、「飲

食店」 ％ が上位に挙がっている。「一週間に１回以上の外出場所はない」は約１割となって

いる。

○これから高齢期では、「飲食店」が ％で最も高く、「銀行、郵便局などの金融機関」 ％ 、

「公園、遊歩道等」 ％ 、「フィットネス、スポーツジム等」 ％ と続いている。「一週

間に１回以上の外出場所はない」は約１割となっている。

■一週間に１回以上外出する場所（複数回答）

区役所や地域包括支援センター（旧高齢者相談センター）

フィットネス、スポーツジム等

銀行、郵便局などの金融機関

公園、遊歩道等

飲食店

映画館、美術館、博物館等

銭湯、スパ等

パチンコ、競馬関係施設等

お墓参り

一週間に１回以上の外出場所はない

その他

無回答

高齢者一般

これから高齢期

⑦ はつらつセンター・敬老館・地域集会施設の利用状況

○高齢者一般では、「利用している」が ％、「名前は知っているが、利用したことはない」が

％、「知らない」が ％となっている。

○これから高齢期では、「利用している」が ％、「名前は知っているが、利用したことはない」

が ％、「知らない」が ％となっている。

■はつらつセンター・敬老館・地域集会施設の利用状況
利

用

し

て

い

る

知

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

名

前

は

知

っ
て

い

る

が

、

利

用

し

た

こ

と

は

な

い

％
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⑧ 外出手段

○高齢者一般では、「徒歩」が ％で最も高く、「電車」 ％ 、「バス」 ％ 、「自転車」

％ と続いている。

○これから高齢期では、「徒歩」（ ％）が最も高く、「電車」 ％ 、「自転車」 ％ と

続いている。

■外出手段（複数回答）

徒歩

車いす

電動三輪車

自転車

バイク、スクーター

自分で運転する自動車

家族などの運転する自動車

バス

電車

タクシー

その他

わからない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

⑨ 自動車運転免許の保有状況

○自動車運転免許を「持っている」人は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となって

いる。

○自動車運転免許を「持っていたが返納した」人は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％

となっている。

■自動車運転免許の保有状況

持

っ
て

い

る

持

っ
て

い

た

が

返

納

し

た

も

と

も

と

持

っ
て

い

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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⑧ 外出手段

○高齢者一般では、「徒歩」が ％で最も高く、「電車」 ％ 、「バス」 ％ 、「自転車」

％ と続いている。

○これから高齢期では、「徒歩」（ ％）が最も高く、「電車」 ％ 、「自転車」 ％ と

続いている。

■外出手段（複数回答）

徒歩

車いす

電動三輪車

自転車

バイク、スクーター

自分で運転する自動車

家族などの運転する自動車

バス

電車

タクシー

その他

わからない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

⑨ 自動車運転免許の保有状況

○自動車運転免許を「持っている」人は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％となって

いる。

○自動車運転免許を「持っていたが返納した」人は、高齢者一般で ％、これから高齢期で ％

となっている。

■自動車運転免許の保有状況

持

っ
て

い

る

持

っ
て

い

た

が

返

納

し

た

も

と

も

と

持

っ
て

い

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

【高齢者一般】

○性・年代別にみると、自動車運転免許を「持っている」人は『男性・前期高齢者』で８割超、『男

性・後期高齢者』で４割半ばとなっている。

■自動車運転免許の保有状況＜高齢者一般：性・年代別＞

持

っ
て

い

る

持

っ
て

い

た

が

返

納

し

た

も

と

も

と

持

っ
て

い

な

い

無

回

答

高齢者一般

男性・前期高齢者

男性・後期高齢者

女性・前期高齢者

女性・後期高齢者

⑩ 運転頻度

○自動車運転免許を「持っている」人の運転頻度は、高齢者一般では、「ほとんど毎日」が ％、

「週２～３回」が ％、「週に１回」が ％で、“週に１回以上”が半数以上となっている。

○これから高齢期では、「ほとんど毎日」が ％、「週２～３回」が ％、「週に１回」が ％

で、“週に１回以上”が約４割となっている。

■運転頻度

ほとんど

毎日

週２～３回 週に１回 月に数回 年に数回 わからない 無回答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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⑪ 今後の自動車の運転意向

○自動車運転免許を「持っている」人の今後の自動車の運転意向は、高齢者一般では「一定の年齢に

なったら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「視力の低下などにより運転に支障を感

じたら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「公共交通機関のサービスレベルが上がれ

ば、車の運転をやめようと思っている」が ％で、何らかのタイミングで運転をやめようと思っ

ている人が約８割となっている。

○これから高齢期では、「一定の年齢になったら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「視

力の低下などにより運転に支障を感じたら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「公共

交通機関のサービスレベルが上がれば、車の運転をやめようと思っている」が ％で、何らかの

タイミングで運転をやめようと思っている人が７割超となっている。

■今後の自動車の運転意向

一

定

の

年

齢

に

な

っ
た

ら

、
車

の

運

転

を

や

め

よ

う

と

思

っ
て

い

る

視

力

の

低

下

な

ど

に

よ

り

運

転

に

支

障

を

感

じ

た

ら

、
車

の

運

転

を

や

め

よ

う

と

思

っ
て

い

る

公

共

交

通

機

関

の

サ
ー

ビ

ス

レ

ベ

ル

が

上

が

れ

ば

、
車

の

運

転

を

や

め

よ

う

と

思

っ
て

い

る

年

齢

や

身

体

的

な

支

障

の

有

無

に

か

か

わ

ら

ず

、
車

の

運

転

を

続

け

よ

う

と

思

っ
て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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⑪ 今後の自動車の運転意向

○自動車運転免許を「持っている」人の今後の自動車の運転意向は、高齢者一般では「一定の年齢に

なったら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「視力の低下などにより運転に支障を感

じたら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「公共交通機関のサービスレベルが上がれ

ば、車の運転をやめようと思っている」が ％で、何らかのタイミングで運転をやめようと思っ

ている人が約８割となっている。

○これから高齢期では、「一定の年齢になったら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「視

力の低下などにより運転に支障を感じたら、車の運転をやめようと思っている」が ％、「公共

交通機関のサービスレベルが上がれば、車の運転をやめようと思っている」が ％で、何らかの

タイミングで運転をやめようと思っている人が７割超となっている。

■今後の自動車の運転意向

一

定

の

年

齢

に

な

っ
た

ら

、
車

の

運

転

を

や

め

よ

う

と

思

っ
て

い

る

視

力

の

低

下

な

ど

に

よ

り

運

転

に

支

障

を

感

じ

た

ら

、
車

の

運

転

を

や

め

よ

う

と

思

っ
て

い

る

公

共

交

通

機

関

の

サ
ー

ビ

ス

レ

ベ

ル

が

上

が

れ

ば

、
車

の

運

転

を

や

め

よ

う

と

思

っ
て

い

る

年

齢

や

身

体

的

な

支

障

の

有

無

に

か

か

わ

ら

ず

、
車

の

運

転

を

続

け

よ

う

と

思

っ
て

い

る

わ

か

ら

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％

⑫ 免許返納時に心配なこと

○自動車運転免許を「持っている」人の免許返納時に心配なことを聞いたところ、「特にない」が高

齢者一般で約４割、これから高齢期で５割超となっている。心配なこととしては、いずれの調査で

も「外出機会が少なくなる」が上位に挙がっている。

■免許返納時に心配なこと（複数回答）

買い物に行けなくなる

通院できなくなる

趣味活動ができなくなる

仕事ができなくなる

家族や友人などと会えなくなる

外出機会が少なくなる

その他

特にない

無回答

高齢者一般

これから高齢期

⑬ 日中、徒歩圏内で気軽に立ち寄れる場所

○高齢者一般では、「徒歩 分圏内にある」が ％、「ない」が ％となっている。

○これから高齢期では、「徒歩 分圏内にある」が ％、「ない」が ％となっている。

■日中、徒歩圏内で気軽に立ち寄れる場所

徒

歩

分

圏

内

に

あ

る

徒

歩

分

圏

外

に

な

ら

あ

る

な

い

無

回

答

（ n ）

高 齢 者 一 般

こ れ か ら 高 齢 期

％
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⑭ 外出をためらってしまうような問題点

○高齢者一般、これから高齢期では「特に問題点はない」が最も高く、それぞれ ％、 ％とな

っている。問題点として、「お金がないこと」が高くなっている。

○要支援認定者では、「以前よりも歩くことが難しくなってきたこと（青信号の間に横断歩道を渡り

きれない等）」が ％で最も高く、「ベンチや椅子など休める場所が少ないこと」 ％ 、「電

車やバスに乗ることが難しくなってきたこと」 ％ 、「道路に階段や段差、傾斜があったり、

歩道が狭いこと」 ％ 、「けがや病気のこと」 ％ と続いている。

○要介護認定者では、「以前よりも歩くことが難しくなってきたこと（青信号の間に横断歩道を渡り

きれない等）」が ％で最も高く、「電車やバスに乗ることが難しくなってきたこと」 ％ 、

「道路に階段や段差、傾斜があったり、歩道が狭いこと」 ％ 、「外出する気力が起きないこ

と」 ％ 、「ベンチや椅子など休める場所が少ないこと」 ％ 、「けがや病気のこと」 ％

と続いている。

■外出をためらってしまうような問題点（複数回答）

自動車などの運転免許を持っていないこと

電車やバスに乗ることが難しくなってきたこと

以前よりも歩くことが難しくなってきたこと

（青信号の間に横断歩道を渡りきれない等）

道路に階段や段差、傾斜があったり、歩道が狭いこと

ベンチや椅子など休める場所が少ないこと

トイレが少ないこと、使いにくいこと

けがや病気のこと

外出したい場所がないこと

外出する気力が起きないこと

人との関わりが面倒なこと

一緒に外出する人がいないこと

お金がないこと

その他

特に問題点はない

無回答

高齢者一般

要支援認定者

要介護認定者

これから高齢期


